
（２ページもご覧ください）

私たちと一緒に、愛する街を、家族を守りましょう。
◎問い合わせ先　住民環境課生活安全係
　☎82－3111（内線 124）直通 75－6204



　１月 26 日（日）、令和７年坂城町消防団の出初式が盛大に挙行され、逆木通りでは中嶋団長以下、消防団員・
幼年消防クラブが明るい陽ざしの下で街頭行進を行い、親子連れや子どもたちなどが沿道から威風堂々とした
行進に見入っていました。その後、町体育館に会場を移して式典を行い、消防団活動に功績のあった多くの方々
が表彰されました。
　表彰された方は下記のとおりです。（敬称略。（　）内は所属分団。なお、「ラ」はラッパ分団。）
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保健センター

☎82－3111（内線
511）

直通75－6230

　町では、町民の皆さんが生活習慣病を予防して健康で元気に過ごせるよう、年に１回の健（検）診を推
奨しています。このため、毎年、町に住民登録している19歳以上の方全員に、「健康診査・がん検診等申
込書」を配布し、保健補導員の方を通じてなど、提出をお願いしていますが、令和７年度分から紙での申込
みのほかに電子申請もできるようになりました。

STEPSTEP
右記ＱＲコードから、または町ホームページから申込みフォーム（「ながの
電子申請サービス」）を開く。

STEPSTEP
お手元に届いた「健康診査・がん検診等申込書」を見ながら入力する。

STEPSTEP
該当項目の入力が終了したら「登録する」をクリックすると申込みは完了。

▪年齢・性別・加入保険により申込みができない場合があります。その場合は紙の申
　込書の項目に「＊＊＊＊＊」と表示されていますので、ご自身の受けられる健（検）
　診を確認しながら申込んでください。
▪入力は、1人ずつになります。ご家族分を同時に申込むことはできません。

各健（検）診等のご案内は、健（検）診日程の近くにご自宅に郵送します。なお、健（検）診の変更・キャンセル・
追加は随時受付していますので、保健センターへご連絡ください。

坂城町　特定健診 検 索

広報さかき広報さかき　　2025年3月号2025年3月号 22
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！
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と
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の
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や
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で
火
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る
こ
と
が
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り
ま
す
。設
置
し
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時
に
記
入
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た「
製
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月
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」、ま
た
は
本
体
に
記
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製
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年
」で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

②
定
期
的
に
点
検
を
実
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し
ま
し
ょ
う
。点
検
を
し
な
い
と
、正

常
に
機
能
し
な
い
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で
放
置
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
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が
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ま
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③
点
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・
交
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。
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保健センター

☎82－3111（内線
511）

直通75－6230

　町では、町民の皆さんが生活習慣病を予防して健康で元気に過ごせるよう、年に１回の健（検）診を推
奨しています。このため、毎年、町に住民登録している19歳以上の方全員に、「健康診査・がん検診等申
込書」を配布し、保健補導員の方を通じてなど、提出をお願いしていますが、令和７年度分から紙での申込
みのほかに電子申請もできるようになりました。

STEPSTEP
右記ＱＲコードから、または町ホームページから申込みフォーム（「ながの
電子申請サービス」）を開く。

STEPSTEP
お手元に届いた「健康診査・がん検診等申込書」を見ながら入力する。

STEPSTEP
該当項目の入力が終了したら「登録する」をクリックすると申込みは完了。

▪年齢・性別・加入保険により申込みができない場合があります。その場合は紙の申
　込書の項目に「＊＊＊＊＊」と表示されていますので、ご自身の受けられる健（検）
　診を確認しながら申込んでください。
▪入力は、1人ずつになります。ご家族分を同時に申込むことはできません。

各健（検）診等のご案内は、健（検）診日程の近くにご自宅に郵送します。なお、健（検）診の変更・キャンセル・
追加は随時受付していますので、保健センターへご連絡ください。

坂城町　特定健診 検 索
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◎申請・問い合わせ先　福祉健康課福祉係　☎82－3111（内線 132）　直通 75－6205

■対象世帯
　令和６年 12 月 13 日時点で町に住民登録があり、世帯全員分の令和６年度住民税均等割が非課税の世帯。
　ただし、住民税均等割課税者の扶養親族等のみで構成される世帯は対象外。
■支給額
　１世帯あたり３万円
■支給方法
　① 世帯全員が、令和５年分の住民税が申告済みの世帯で、坂城町から下記ア～ウのいずれかの給付金を
　　 受けた世帯
         　ア…「電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金（追加分）」
　　　　　（広報さかき令和６年１月号掲載／７万円）
　　　イ…「物価高騰対応重点支援給付金」（広報さかき令和６年３月号掲載／ 10 万円）
　　　ウ…「令和６年度坂城町低所得者支援給付金」（広報さかき令和６年７月号掲載／ 10 万円）
　　▪３月下旬以降に町から「支給のお知らせ」をお送りします。
　　▪給付金を受給するための手続きは不要です。なお、受給口座を変更する場合や受給を辞退する場合は、
　　　手続きが必要になります。
　② 世帯全員が、令和５年分の住民税が申告済みの世帯で、口座情報がない世帯
　　▪給付金を受給するためには手続きが必要です。
　　▪対象世帯へ「支給要件確認書」をお送りしますので、必要事項を記入のうえ、同封の返信用封筒でご
　　　返送ください。
　③ 世帯のなかに、令和５年分の住民税が未申告の方が含まれる世帯
　　▪給付金を受給するためには手続きが必要です。
　　▪対象世帯へ「申請書」をお送りしますので、必要事項を記入のうえ、同封の返信用封筒でご返送ください。
■申請期限　　７月 31 日（木）必着

■対象世帯
　18 歳以下の子ども（平成 18 年４月２日以降に生まれた方）のいる世帯であって、上記１の「物価高騰対
　応重点支援給付金」（３万円）の対象となった世帯。
■支給額
　子ども１人あたり２万円
■支給方法
① 令和６年 12 月 13 日時点で対象児童が属する世帯
　▪３月下旬以降に町から「支給のお知らせ」をお送りします。
　▪給付金を受給するための手続きは不要です。なお、受給口座を変更する場合や受給を辞退する場合は、
　　手続きが必要になります。
② 令和６年 12 月 13 日以降に出生した児童が属する世帯（７月 31 日（木）までの申請が必要）
　▪給付金を受給するためには手続きが必要です。
　▪３月までに出生届を出した対象世帯へ「支給要件確認書」をお送りしますので、必要事項を記入のうえ、
　　同封の返信用封筒でご返送ください。
　▪４月以降に出生届を出す対象世帯の方は、届出の際に、福祉健康課窓口で「支給要件確認書」に必要事
　　項を記入し提出してください。
■申請期限　　７月 31 日（木）必着

広報さかき広報さかき　　2025年3月号2025年3月号 44



所得上限限度額を超過していた方も支給対象とする

中学生（15 歳到達後の最初の年度末まで）以下を支給対象としていたが、高校生年代（18 歳到達後最初の年
度末まで）も支給対象とする

月額 15,000 円から月額 30,000 円に増額

上の子について、高校生年代までをカウント対象という扱いを見直し、親などの経済的負担がある場合は 22
歳年度末までカウント対象とする

年３回（２月、６月、10 月）から年６回偶数月（２月、４月、６月、８月、10 月、12 月）に変更

上記手続き期限を過ぎた場合は、　令和６年 10月分にさかのぼっての
児童手当の支給はできませんのでご注意ください。

◎申請・問い合わせ先　福祉健康課福祉係　☎82－3111（内線 136）直通 75－6205

次の３つのいずれかに該当する方は手続きが必要ですので、手続きがまだお済みでない方は福祉健康課へご連絡く
ださい。

１．高校生年代（18 歳到達後の最初の年度末まで）の子のみ養育している方
２．  高校生年代（18 歳到達後の最初の年度末まで）の子と 22 歳到達後の最初の年度末までの子を合わ
　　せて、３子以上養育している方
３．養育者と養育している高校生年代（18 歳到達後の最初の年度末まで）の子の住所が別の方

▶手続き期限　３月 31日（月）◀

子どもの年齢

改正前後

子どもの数え方

支給月額

20歳

改正後
第１子
支給対象外

改正前

算定対象外

支給対象外

17 歳 13 歳

改正後
第２子
10,000 円

改正前

第１子

支給対象外

改正後
第３子
30,000 円

改正前

第２子

10,000 円

「改正前」：令和６年９月分まで　「改正後」令和６年 10 月分から

広報さかき広報さかき　　2025年3月号2025年3月号55



　住民基本台帳（住所、氏名、生年月日、性別）の閲覧は、公用・公益上必要と認められる場合に限られており、
閲覧状況を公表するように定められています。令和６年10月１日から12月27日までの閲覧状況は、次のとおりです。

◎問い合わせ先　住民環境課住民係　☎82－3111（内線122）直通75－6204

住民基本台帳の閲覧状況住民基本台帳の閲覧状況住民基本台帳の閲覧状況

閲覧日 閲覧者（受託者） 対象者および抽出人数閲覧目的

10月８日 13人区民名簿作成中之条区 中之条区民

10月31日 19人ネット・ゲーム使用と生
活習慣に関する実態調査（一社）中央調査社

坂城地区（昭和20年
～平成26年生まれ）

11月６日 19人消防費徴収込山区 込山区の20～30歳の男性

12月２日 0人区民名簿作成込山区 込山区民

12月３日 21人区民名簿作成込山区 込山区民

旭ヶ丘区民12月５日 旭ヶ丘区 14人区民名簿作成

委託者

（独）国立病院機構
久里浜医療センター

　令和７年１月より住民記録システムを国の定めた標準仕様に合わせたため、住民票の写しの記載が変更とな
りました。おもな変更点は、「前住所」欄が廃止され、「転入前住所」欄が新設されました。これにより、町内
転居の履歴は記載されなくなりました。ただし、令和７年１月以降の転居による履歴は、申出により「異動前
住所」として記載することができます。詳しくは下記へお問い合わせください。

◎問い合わせ先　住民環境課住民係　☎82－3111（内線122）直通75－6204

住民票の写しの記載が変更になります

農業振興地域整備計画の総合見直しが完了
　農業振興地域整備計画は、「農業振興地域の整備に関する法律」（以下、「農振法」という。）に基づき、
農業を振興すべき地域の指定と当該地域における農業的整備のための施策を計画的に推進することを目
的に定めた計画です。
　当町を取り巻く情勢の変化などによる農業振興の方向性を検討するため、令和４年度から進めてきた
総合見直しが完了したので公表します。おもな見直し内容は次のとおりです。

農振農用地区域の見直し
　山林原野化している農地で、農業上の利用確保が困難な土地（自然的不適当地）や道路や河川の 
　整備に伴い、農用地とすることが不適当な土地（法定不適当地）などについて、　農振農用地区
　域（※）からの除外を行いました。
　（※）農振農用地区域とは

　　　  今後農業振興を図るために守るべき優良農地として指定された区域で、区域内の農地については、

　　　  原則として農地転用が禁止されています。

　見直し後の計画については、町ホームページをご覧いただくか、商工農林課窓口で閲覧できます。

農振除外申請について
　農振農用地区域内の農地について、住宅や工場、資材置場など、農地以外の用途で使用するには、農
地転用の申請をする前に農振農用地区域から除外する手続き（農振除外）が必要です。
　町は、６月と 12 月の年２回、農振除外の可否について審議を行う協議会を開催しています。農振除
外は、土地利用の必要性や緊急性、その他農振法で定められた要件を満たす場合にのみ認められます。
事前の相談は随時受付けていますので、申請を検討されている場合には、商工農林課農業振興係へご相
談ください。

　◎問い合わせ先　商工農林課農業振興係　☎82－3111（内線 156）直通 75－6207

－

－

－

－

－
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11
月
９
日（
土
）、文
化
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、女
と
男
ふ
れ
あ
い
さ
か
き
２

０
２
４
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　

　
記
念
講
演
で
は
講
師
に
日
本
防
災
士

会
長
野
県
支
部
長
の
大
久
保
隆
志
さ
ん

を
お
招
き
し
、「
能
登
半
島
地
震
か
ら
考

え
る
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」と
題
し
て

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。大
久
保
さ
ん

は
１
月
１
日
に
能
登
を
襲
っ
た
大
地
震

発
生
直
後
か
ら
防
災
士
会
の
方
々
と
連

携
し
、６
日
に
は
石
川
県
に
９
時
間
か
け

て
物
資
を
届
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
後
も
珠
洲
市
の
正
院
小
学
校
の

避
難
所
で
電
気
も
水
道
も
使
え
な
い

中
、避
難
者
の
方
に
寄
り
添
い
何
か
月

に
も
渡
り
支
援
さ
れ
て
い
ま
す
。避
難

所
で
の
支
援
経
験
か
ら
多
く
の
課
題
な

ど
を
写
真
や
映
像
を
交
え
た
お
話
は
、

普
段
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
知
り
得
な
い
こ

と
が
多
く
驚
き
で
し
た
。復
興
も
ま
ま

な
ら
な
い
中
、追
い
打
ち
を
か
け
た
の

が
９
月
の
豪
雨
災
害
で
す
。能
登
の
被

災
者
の
方
々
か
ら
は「
神
も
仏
も
な
い

の
か
」「
も
う
心
が
折
れ
た
」と
い
う
言

葉
を
聞
か
さ
れ
、か
け
る
言
葉
が
見
つ

か
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
日
本
各
地
で
自
然
災
害
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。「
な
ぜ
人
は
備
え
な
い
の

か
」そ
れ
は
自
分
に
都
合
の
悪
い
情
報

を
無
視
、過
小
評
価
す
る
か
ら
だ
そ
う

で
す
。確
か
に
私
も「
自
分
は
大
丈
夫

だ
」「
こ
の
地
域
は
な
い
だ
ろ
う
」そ
ん

な
こ
と
を
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、災
害

は
い
つ
ど
こ
で
も
起
こ
り
得
る
の
で

す
。能
登
の
地
震
で
は
、家
が
壊
れ
て
も

ご
近
所
の
人
同
士
が
助
け
合
い
、多
く

の
命
を
救
っ
た
事
実
も
あ
り
ま
す
。こ

の
講
演
を
聞
い
て
災
害
に
あ
っ
た
ら
ど

う
対
応
す
る
の
か
、普
段
か
ら
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
お
く
こ
と
、ご
近

所
の
方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り  

地
域
の
防
災
力  

を
高
め
て
い
く

こ
と
、そ
れ
ら
が
極
め
て
大
切
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　　　

９
月
７
日（
土
）、隣
保
館
に
お
い
て
、

講
師
の
大
沢
真
理
さ
ん
に
よ
る「
誰
ひ

と
り
取
り
残
さ
な
い
世
界
を―

ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
が
カ
ギ
」と
題
し
た
講
演
会

が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
東
京
大
学
名
誉
教
授
で
経
済
学
博
士

で
も
あ
る
大
沢
さ
ん
は
、社
会
政
策
・
労

働
市
場
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
や
福
祉

政
策
に
関
す
る
研
究
で
評
価
さ
れ
て
お

り
、国
内
外
の
学
会
で
活
躍
し
、ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
る

方
で
す
。

　
講
演
の
中
で
、い
ま
日
本
が
抱
え
る

課
題
と
し
て
男
女
平
等
・
雇
用
・
年
金
・

貧
困
・
少
子
高
齢
化
な
ど
あ
る
が
、世
の

中
は
日
々
進
化
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
日
本
の
社
会
政
策
は「
昭
和
時
代
の

ま
ま
」で
あ
る
こ
と
が
問
題
と
の
こ
と

で
す
。

　
要
す
る
に
男
性
が
社
会
に
出
て
働
き
、

女
性
が
家
庭
を
守
る
と
い
っ
た
考
え
方

が
未
だ
に
あ
る
と
い
う
の
で
す
。そ
れ

で
は
何
も
変
わ
ら
な
い
、そ
れ
ど
こ
ろ

か
日
本
が
抱
え
る
問
題
が
い
ま
以
上
に

深
刻
化
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
、社

会
政
策
で
決
定
権
を
持
つ
場
に
お
い
て
、

女
性
も
自
分
の
意
見
を
述
べ
て
、活
躍

で
き
る
場
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
も
課

題
の
ひ
と
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。講
演

の
最
後
に
大
沢
さ
ん
か
ら
、公
の
場
で

自
分
の
意
見
を
発
言
し
、行
動
す
る
こ

と
は
誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
も
の
で
は

な
く
、そ
の
人
が
持
つ
能
力
を
十
分
に

発
揮
し
、活
躍
す
る
た
め
に
も
人
材
を

育
て
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
、こ
れ
は

男
女
と
も
に
共
通
す
る
そ
う
で
す
。

　
今
回
こ
の
講
演
会
に
参
加
し
て
、正

直
少
し
難
し
い
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、

互
い
を
尊
重
し
て
誰
も
が
充
実
し
た
毎

日
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
世
の
中
に

な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　　　　

更
生
保
護
と
は
、罪
を
犯
し
た
人
や
非

行
の
あ
る
青
少
年
が
実
社
会
で
健
全
に
更

生
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
、犯
罪
や
再
犯

の
予
防
を
図
る
活
動
で
す
。私
た
ち
は
、

女
性
と
し
て
の
立
場
か
ら
、誰
も
が
安
心

し
て
心
豊
か
に
生
き
ら
れ
る
明
る
い
社
会

づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、は
に
し
な

寮
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
街
頭
啓
発
活

動（
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
）、視
察

研
修
な
ど
を
保
護
司
会
と
協
同
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、更
生
保
護
女
性

会
独
自
で
は
、更
生
施
設
へ
の
食
事
作
り

や
児
童
館
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を

し
て
い
ま
す
。

　
更
生
保
護
の
基
本「
明
る
い
社
会
づ
く

り
」は
、家
庭
や
地
域
の
身
近
な
と
こ
ろ

か
ら
互
い
に
気
持
ち
良
い
挨
拶
を
す
る

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。皆
さ
ん
で
広
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。会
員
募
集
中
で
す
。

発行　坂城町女性団体連絡会
編集　女団連だより編集委員会
発行　坂城町女性団体連絡会
編集　女団連だより編集委員会

　
　山
﨑

　美
代
子

「
女
と
男
ふ
れ
あ
い
さ
か
き

２
０
２
４
」

「
あ
い
と
ぴ
あ
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

参
加
し
て
」

池
田

　典
子

活
動
報
告

活
動
報
告

第 45号

ひ
と

ひ
と

“

“

更
生
保
護
女
性
会

天
田

　恵
子

団
体
の
紹
介

団
体
の
紹
介

▲大久保隆志さん

▲オンライン講演会の様子

ひ
と

ひ
と
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◎受付・問い合わせ先　総務課総務係　　☎82－3111（内線212・213）直通75－6210　

　町では、会計年度任用職員（※）の選考対象者登録の申込みを随時受付けています。
　町が、新たに会計年度任用職員を任用する場合に、選考対象者として登録された方のうちから、書類または面
接による選考を行います。
　選考を経てからの任用となりますので、先着順ではありません。また、登録したことで会計年度任用職員とし
て任用することを約束するものではありませんのでご注意ください。なお、選考は必要に応じて行うもので、任
用する時期、職種および勤務条件はその都度異なります。
※「会計年度任用職員」とは、地方自治体が任用する非常勤の職員のうち、４月から３月までの１会計年度の期
　間内を限度に任用される、いわゆる臨時・パート・アルバイトの職員をいいます。

⑴　事務補助
⑵　資格または特殊な技能、若しくは経験を必要とする職（保育士、保健師など）

祝祭日および年末年始を除く月曜日から金曜日の勤務を原則とし、下記⑴、⑵の区分によります。ただし、職務
内容により異なる場合があります。
　⑴　フルタイム勤務　１日７時間 45 分、週５日の勤務
　⑵　パートタイム勤務　⑴よりも短い勤務時間、日数での勤務

条例・規則の規定により、基本給および通勤手当、期末手当等を支給します。また、規定により、任用期間が
一定以上の場合、週（または年間）の勤務日数に応じた有給または無給の休暇があります。

一定以上の任期、週勤務時間を超える場合は、勤務条件により、健康保険、厚生年金、雇用保険への加入があ
ります。ただし、退職手当の支給対象となった場合は、雇用保険の対象ではなくなります。

次のどちらかの方法で登録手続きをしてください。
　⑴　書面での登録
　　　坂城町会計年度任用職員選考対象者登録申込書（町ホームページからダウンロード
　　　可能）を記入し、郵送または総務課総務係（役場２階）の窓口に提出してください。
　⑵　ながの電子申請サービスでの登録
　　　右記のＱＲコードから登録手続きをしてください。
　　　　

職種および職務内容

勤務日数・時間など

給与、休暇など

保険加入など

登録方法

ご不明な点がありましたら、下記へお問い合わせください。

坂城町会計年度任用職員　選考対象者登録制度のお知らせ
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納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融

機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
納

め
て
く
だ
さ
い
。（
介
護
保
険
料
は
、

コ
ン
ビ
ニ
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。）

　
口
座
振
替
は
、３
月
31
日（
月
）に

指
定
口
座
か
ら
振
替
を
し
ま
す
の

で
、振
替
日
前
日
ま
で
に
残
高
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
納
付
方
法
や
口
座
の
変
更
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、３
月
19
日（
水
）

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
は
次
の
期
か
ら
の
振
替

に
な
り
ま
す
。）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
収
納
推
進
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
１
４
２
）

　
直
通
７
５―

６
２
０
６

　　　
令
和
７
年
４
月
以
降
の
坂
城
駅

お
よ
び
テ
ク
ノ
さ
か
き
駅
の
駅
前

自
転
車
駐
輪
場
の
利
用
申
込
み
を

受
付
け
ま
す
。希
望
す
る
方
は
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

年
間
利
用
料
金

○
自
転
車
　
２
，０
０
０
円
／
年

○
バ
イ
ク
　
３
，０
０
０
円
／
年

受
付
日
時

《
１
日
目
》　
３
月
21
日（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
〜
５
時

《
２
日
目
》　
３
月
22
日（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

※

３
月
24
日
以
降
は
、随
時
受
付
し

て
い
ま
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
坂
城
駅
前
観
光
案
内
所

　（
有
）信
州
観
光
バ
ス
坂
城
営
業
所

　
☎
８
１―
２
１
２
１

　（
営
業
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後

　
５
時
　
た
だ
し
日
曜
祝
日
休
業
）

　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
献
血
バ
ス
が
来

ま
す
。輸
血
を
必
要
と
し
て
い
る
方

の
尊
い
命
を
救
う
た
め
、多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
３
月
26
日（
水
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
午
後
１
時
〜
２
時

採
血
基
準（
全
血
献
血
４
０
０
㎖
）

　
年
齢
　
男
性
17
歳
〜
69
歳

　
　
　
　
女
性
18
歳
〜
69
歳

　
体
重
　
50
㎏
以
上

※

65
歳
〜
69
歳
の
方
は
、60
歳
〜
64

　
歳
の
間
に
献
血
経
験
の
あ
る
方

　
に
限
り
ま
す
。ま
た
、血
圧
、血
色 

　
素
量
、献
血
回
数
な
ど
の
基
準
が

　
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
５
１
１
）

　
直
通
７
５―

６
２
３
０

　（
一
社
）長
野
県
不
動
産
鑑
定
士

協
会
お
よ
び（
公
社
）日
本
不
動
産

鑑
定
士
協
会
連
合
会
に
よ
る
不
動
産

評
価
に
つ
い
て
の
困
り
ご
と
や
悩
み

ご
と
に
つ
い
て
の
無
料
相
談
会
を
実

施
し
ま
す
。

【
上
田
会
場
】

日
時
　
４
月
４
日（
金
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所
　
上
田
商
工
会
議
所
４
階

【
長
野
会
場
】

日
時
　
４
月
４
日（
金
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所
　
長
野
市
役
所
第
１
庁
舎
５
階

※

両
会
場
と
も
予
約
不
要
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　（
一
社
）長
野
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

　
☎
０
２
６―

２
２
５―
５
２
２
８

　
長
野
県
司
法
書
士
会
で
は
、「
債

務
整
理
の
二
次
被
害
」に
遭
わ
れ
た

方
の
被
害
回
復
と
生
活
再
建
を
図

る
た
め
電
話
に
よ
る
無
料
相
談
を

実
施
し
ま
す
。相
談
は
無
料
で
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

日
時
　
３
月
29
日（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

電
話
番
号

　
☎
０
１
２
０―

４
４
８―

７
８
８

　（
当
日
の
み
の
専
用
番
号
で
す
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
長
野
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
２
６―

２
３
２―

７
４
９
２

　　
町
で
は
、令
和
７
年
10
月
１
日
を

基
準
日
と
し
て
全
国
一
斉
に
実
施
さ

れ
る「
２
０
２
５
年
国
勢
調
査
」に
従

事
し
て
い
た
だ
け
る
調
査
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。国
勢
調
査
は
、国
の
最

も
基
本
的
で
重
要
な
統
計
調
査
と

し
て
５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
は
基
準
日
の
前
後
概
ね
１
か

月
程
度
で
、調
査
員
の
業
務
は
、調
査

票
の
配
布
、聞
き
取
り
、回
収
、検
査

が
主
な
内
容
で
す
。多
数
の
調
査
員

の
ご
協
力
が
必
要
な
調
査
と
な
り
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

応
募
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、ま

た
は
、「
な
が
の
電
子
申
請
サ
ー
ビ

ス
」か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
６
月
30
日（
月
）

報
酬
　
国
の
基
準
に
基
づ
き
ま
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
政
策
課
企
画
調
整
係

　
☎
８
２―

３
１
１
１（
内
線
２
４
１
）

　
直
通
７
５―

６
２
１
１

　
次
の
方
か
ら
ご
寄
附
・
ご
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
坂
城
町

　日
置
秀
雄  

様
・
妙
子 

様

　
救
急
救
護
体
制
整
備
費
用
と
し
て

　
金
　
３
，５
０
０
万
円

〇
宮
後
工
業
㈱

　代
表
取
締
役
社
長

　宮
後
正  

様

　文
化
セ
ン
タ
ー
備
品
と
し
て

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
ラ
ン
　

　
ー
ト
ー
チ
お
よ
び
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

　
一
式

〇
ミ
ヤ
リ
サ
ン
製
薬
㈱

　代
表
取
締
役
社
長

　鵜
野
浩
司  

様

　教
育（
奨
学
制
度
）の
た
め
と
し
て

　
金
　
80
万
円

〇
坂
城
町
商
工
会 

女
性
部

　部
長

　西
澤
豊
子  

様

　町
立
図
書
館
蔵
書（
児
童
書
等
）

　
費
用
と
し
て

　
金
　
10
万
円

国
民
健
康
保
険
税（
第
９
期
）

介
護
保
険
料（
第
９
期
）

納
期
限
は
３
月
31
日（
月
）

ナ
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　１月 19 日（日）に広島県で開催された「天皇盃  第 30 回全国都
道府県対抗男子駅伝競走大会」で、長野県のコーチを務めた㈱竹
内製作所に勤務の宮入修一さんが優勝チームコーチ賞を受賞しま
した。その報告のため、１月 28 日（火）、役場に来庁しました。
　この大会は、中学生から社会人までの選手が一本の襷をつなぎ
７区間 48 ㎞を走るもので、長野県は、２時間 16 分 55 秒という大
会新記録を打ち出し、大会初の４連覇と最多を更新する 11 度目の
優勝を飾りました。
　宮入さんは、かつて自身も実業団で陸上選手として活躍されて
いたそうです。現在は勤務先の協力のもと、普段は、仕事の傍ら「千
曲坂城クラブ（地域クラブ）」などで小中学生の陸上の指導されて
います。
　「選手たちは、阿部守一長野県知事や長野県議会議員をはじめとする多くの応援をも糧として強い気持ちで走
り切った」と静かな口調でお話されていた宮入さんの言葉からは、陸上への熱い思いが伝わってきました。

㈱竹内製作所  宮入修一さん  優秀コーチ賞を受賞！

　坂城町商工会女性部の皆さんより、今年も町立図書館へご寄附
をいただきました。１月 28 日（火）に坂城町商工会女性部の皆さ
んが来庁し、西澤豊子部長から山村町長と塚田教育長、鈴木図書
館長へ寄附金が手渡されました。
　長野県で生まれた児童文学作家  椋鳩十の「子に本を読み聞かせ
る母が増えれば世の中は明るくなる」という言葉を引用して、西
澤部長は「世界では戦争により惨劇が起きている状況が続いてい
るが、そんな中このような寄附活動ができることの喜びを感じて
いる。親と子どもたちが絵本に触れることにより明るい未来につ
なげてほしい」と思いを託していました。
　いただいた寄附金は、絵本や児童書などを購入する予定です。
ぜひ図書館で、購入した絵本などを手に取って楽しんでください！

坂城町商工会女性部様からご寄附いただきました

　長野県立大学  グローバルマネジメント学部 二本松泰子教授のゼ
ミ「発信力ゼミⅡ５組」の１年生９名は、「坂城町と村上義清公」
をテーマに地域活性化の学習を実地踏査を行うなどして、進めて
きました。そして具体的に活性化につなげるための情報発信方法
として、動画やステッカーを制作しました。その報告会が１月 31
日（金）、町長、教育長などが出席し役場で行われました。
　当日来庁した７名が発表した動画やステッカーはどれも、「坂城
町」と初めて出会った瑞々しい世代の視点が存分に発揮されたも
のばかりで、町長はじめ教育長などはひとつひとつに感心してお
り、町長からは「インパクトのあるものや発想が面白い。これら
を有効に活用していきたい。」と学生たちに伝えていました。一方学生からは、「砕けすぎている
と怒られるのではないか、ヒヤヒヤしたが温かく受け入れてもらい嬉しい」「この学習をきっかけ
に坂城町が好きになった。また坂城町を訪れたい」などの感想がありました。
　動画作品は町ホームページを通して見ることができるので、ぜひご覧ください！

「長野県立大学発信力ゼミ × 坂城町 × 村上義清公」　
坂城町活性化の成果報告会が行われました

　１月 13 日（月・祝）に長野県立武道館で行われた「令和６年度
全国高等学校剣道選抜大会長野県予選会」の女子団体で長野日本
大学高校が、男子団体で佐久長聖高校が優勝し、それぞれ全国大
会出場の切符を手にしました！
　長野日大高校で副将を務めた近藤美紀さん（２年生）と佐久長
聖高校で中堅を務めた小林快吏さん（２年生）が全国大会出場の
報告のため、２月３日（月）、役場に来庁しました。
　「全国大会に出場するのは初めてなので、自分の力を出し切って
精いっぱい頑張りたい」と抱負を語った２人、緊張もするかもし
れませんが、仲間と日々練習してきた自分を信じて、思う存分戦っ
てきてください！

長野日大 近藤さん、佐久長聖 小林さん剣道で全国大会出場

▲（左から）山村町長、近藤さん、小林さん
　坂城町スポーツ協会 高井会長、塚田教育長

▲（左から）守屋尚子副部長、山﨑あき子副部
　長、山村町長、鈴木館長、西澤部長、神田
　みね子副部長、平林啓子副部長、塚田教育長

▲（左から）㈱竹内製作所人事部長 山本覚さん、
　山村町長、宮入さん、長野県議会議員 竹内
　正美さん、㈱竹内製作所取締役 小林修さん

　２月４日（火）、坂城テクノセンターで「（公財）さかき
テクノセンター 30 周年記念事業  Nearly ZEB 改修報告会」
と記念講演「2025 新春経済講演会」が行われました。
　（公財）さかきテクノセンターは、開館 30 周年を迎える
坂城テクノセンターを記念し、そして、2050 ゼロカーボン、
カーボンニュートラルの実現に向け、センター建物のゼロ
エネルギー化を図り、同時に地域企業・地域全体のゼロカー
ボン化の推進・支援をしていくための「さかきテクノセン
ター ZEB 化事業」を今年度実施し、この度完成、お披露
目されました。
　ZEB とは、Net Zero Energy Building（ネット・ゼロ・エ
ネルギー・ビル）の略で、快適な室内環境を実現しながら、建物で消費する年間の一次エネルギーの収支をゼロに
することを目指した建物のことを指します。坂城テクノセンターは太陽光発電設備や蓄電池設備、ガス発電・コー
ジェネシステムの導入、内窓や高効率空調設備の設置などにより、快適な室内環境を維持しながら、建物の年間消
費一次エネルギー収支が、第三者機関の評価で基準より 82％削減されていると認証されました。
　また、この ZEB 化事業の完了により、町と（公財）さかきテクノセンターとの「災害時における施設使用等の

協力に関する協定」も発効し、災害時には約 100 名程度が避難で
きる施設としても活用できるようになりました。
　続いて行われた記念講演では、信州大学特別特任教授・東京大
学特別教授  堂免一成さんをお迎えして、「水から創るクリーンエ
ネルギー：グリーン水素」と題して講演いただきました。
　堂免教授は、昨年（2024 年）９月にイギリスの学術情報会社の「ク
ラリベイト引用栄誉賞（Clarivate Citation Laureates）」を受賞した、
将来のノーベル賞候補と注目
される方です。太陽光を利用
して水から水素を製造する光
触媒研究の第一人者で、講演

では、教授が大学院博士課程の時に発見した水分解光触媒研究についてやそ
の後の研究の成果、現在飯田市で進めている約 5,000 ㎡の広さに「光触媒水
分解パネル」を設置し実用化に向けて更に研究を推し進めていることについ
てなど、とても楽しそうにお話していました。
　会場は、ほぼ満員となり、皆さん熱心に堂免教授のお話に聞き入っていました。

（公財）さかきテクノセンター 30 周年記念事業
Nearly ZEB 改修報告会・記念講演「2025 新春経済講演会」

▲堂免教授
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　１月 19 日（日）に広島県で開催された「天皇盃  第 30 回全国都
道府県対抗男子駅伝競走大会」で、長野県のコーチを務めた㈱竹
内製作所に勤務の宮入修一さんが優勝チームコーチ賞を受賞しま
した。その報告のため、１月 28 日（火）、役場に来庁しました。
　この大会は、中学生から社会人までの選手が一本の襷をつなぎ
７区間 48 ㎞を走るもので、長野県は、２時間 16 分 55 秒という大
会新記録を打ち出し、大会初の４連覇と最多を更新する 11 度目の
優勝を飾りました。
　宮入さんは、かつて自身も実業団で陸上選手として活躍されて
いたそうです。現在は勤務先の協力のもと、普段は、仕事の傍ら「千
曲坂城クラブ（地域クラブ）」などで小中学生の陸上の指導されて
います。
　「選手たちは、阿部守一長野県知事や長野県議会議員をはじめとする多くの応援をも糧として強い気持ちで走
り切った」と静かな口調でお話されていた宮入さんの言葉からは、陸上への熱い思いが伝わってきました。

㈱竹内製作所  宮入修一さん  優秀コーチ賞を受賞！

　坂城町商工会女性部の皆さんより、今年も町立図書館へご寄附
をいただきました。１月 28 日（火）に坂城町商工会女性部の皆さ
んが来庁し、西澤豊子部長から山村町長と塚田教育長、鈴木図書
館長へ寄附金が手渡されました。
　長野県で生まれた児童文学作家  椋鳩十の「子に本を読み聞かせ
る母が増えれば世の中は明るくなる」という言葉を引用して、西
澤部長は「世界では戦争により惨劇が起きている状況が続いてい
るが、そんな中このような寄附活動ができることの喜びを感じて
いる。親と子どもたちが絵本に触れることにより明るい未来につ
なげてほしい」と思いを託していました。
　いただいた寄附金は、絵本や児童書などを購入する予定です。
ぜひ図書館で、購入した絵本などを手に取って楽しんでください！

坂城町商工会女性部様からご寄附いただきました

　長野県立大学  グローバルマネジメント学部 二本松泰子教授のゼ
ミ「発信力ゼミⅡ５組」の１年生９名は、「坂城町と村上義清公」
をテーマに地域活性化の学習を実地踏査を行うなどして、進めて
きました。そして具体的に活性化につなげるための情報発信方法
として、動画やステッカーを制作しました。その報告会が１月 31
日（金）、町長、教育長などが出席し役場で行われました。
　当日来庁した７名が発表した動画やステッカーはどれも、「坂城
町」と初めて出会った瑞々しい世代の視点が存分に発揮されたも
のばかりで、町長はじめ教育長などはひとつひとつに感心してお
り、町長からは「インパクトのあるものや発想が面白い。これら
を有効に活用していきたい。」と学生たちに伝えていました。一方学生からは、「砕けすぎている
と怒られるのではないか、ヒヤヒヤしたが温かく受け入れてもらい嬉しい」「この学習をきっかけ
に坂城町が好きになった。また坂城町を訪れたい」などの感想がありました。
　動画作品は町ホームページを通して見ることができるので、ぜひご覧ください！

「長野県立大学発信力ゼミ × 坂城町 × 村上義清公」　
坂城町活性化の成果報告会が行われました

　１月 13 日（月・祝）に長野県立武道館で行われた「令和６年度
全国高等学校剣道選抜大会長野県予選会」の女子団体で長野日本
大学高校が、男子団体で佐久長聖高校が優勝し、それぞれ全国大
会出場の切符を手にしました！
　長野日大高校で副将を務めた近藤美紀さん（２年生）と佐久長
聖高校で中堅を務めた小林快吏さん（２年生）が全国大会出場の
報告のため、２月３日（月）、役場に来庁しました。
　「全国大会に出場するのは初めてなので、自分の力を出し切って
精いっぱい頑張りたい」と抱負を語った２人、緊張もするかもし
れませんが、仲間と日々練習してきた自分を信じて、思う存分戦っ
てきてください！

長野日大 近藤さん、佐久長聖 小林さん剣道で全国大会出場

▲（左から）山村町長、近藤さん、小林さん
　坂城町スポーツ協会 高井会長、塚田教育長

▲（左から）守屋尚子副部長、山﨑あき子副部
　長、山村町長、鈴木館長、西澤部長、神田
　みね子副部長、平林啓子副部長、塚田教育長

▲（左から）㈱竹内製作所人事部長 山本覚さん、
　山村町長、宮入さん、長野県議会議員 竹内
　正美さん、㈱竹内製作所取締役 小林修さん

　２月４日（火）、坂城テクノセンターで「（公財）さかき
テクノセンター 30 周年記念事業  Nearly ZEB 改修報告会」
と記念講演「2025 新春経済講演会」が行われました。
　（公財）さかきテクノセンターは、開館 30 周年を迎える
坂城テクノセンターを記念し、そして、2050 ゼロカーボン、
カーボンニュートラルの実現に向け、センター建物のゼロ
エネルギー化を図り、同時に地域企業・地域全体のゼロカー
ボン化の推進・支援をしていくための「さかきテクノセン
ター ZEB 化事業」を今年度実施し、この度完成、お披露
目されました。
　ZEB とは、Net Zero Energy Building（ネット・ゼロ・エ
ネルギー・ビル）の略で、快適な室内環境を実現しながら、建物で消費する年間の一次エネルギーの収支をゼロに
することを目指した建物のことを指します。坂城テクノセンターは太陽光発電設備や蓄電池設備、ガス発電・コー
ジェネシステムの導入、内窓や高効率空調設備の設置などにより、快適な室内環境を維持しながら、建物の年間消
費一次エネルギー収支が、第三者機関の評価で基準より 82％削減されていると認証されました。
　また、この ZEB 化事業の完了により、町と（公財）さかきテクノセンターとの「災害時における施設使用等の

協力に関する協定」も発効し、災害時には約 100 名程度が避難で
きる施設としても活用できるようになりました。
　続いて行われた記念講演では、信州大学特別特任教授・東京大
学特別教授  堂免一成さんをお迎えして、「水から創るクリーンエ
ネルギー：グリーン水素」と題して講演いただきました。
　堂免教授は、昨年（2024 年）９月にイギリスの学術情報会社の「ク
ラリベイト引用栄誉賞（Clarivate Citation Laureates）」を受賞した、
将来のノーベル賞候補と注目
される方です。太陽光を利用
して水から水素を製造する光
触媒研究の第一人者で、講演

では、教授が大学院博士課程の時に発見した水分解光触媒研究についてやそ
の後の研究の成果、現在飯田市で進めている約 5,000 ㎡の広さに「光触媒水
分解パネル」を設置し実用化に向けて更に研究を推し進めていることについ
てなど、とても楽しそうにお話していました。
　会場は、ほぼ満員となり、皆さん熱心に堂免教授のお話に聞き入っていました。

（公財）さかきテクノセンター 30 周年記念事業
Nearly ZEB 改修報告会・記念講演「2025 新春経済講演会」

▲堂免教授
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水分補給のお茶、おむつ、おしりふき、
お手ふき、ティッシュ、着替え、ごみ袋

◇平　日　　　    午前９時～正午・午後２時～４時30分
◇土曜開館日　　 午前９時～正午

いずれの行事にも事前申込みをお願いします。なお、行事内容は変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。
支援センター便り「すくすくひろば」でのお申込み、または支援センターに電話（☎82－2291）でお申込みください。

☎82－2291
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建設  木くずチップ処分  産業廃棄物・一般廃棄物

◎産業廃棄物処分業 
　長野県知事許可2006127108
◎一般廃棄物処分業
　坂城町指令28－227号

木くずチップ工場へのお問い合わせ

長野県埴科郡坂城町大字網掛1372-12
※日曜・祝日休み 8：30～17：00営業

TEL：0268－71－0552
090－3333－0560

★片付けから解体工事まで
★立木伐採
★マニフェスト発行ＯＫ！

ローソン坂城村上店様より上田方面車で１分

HP：https://tanaka-kaihatsu.jp/company/

①粗大ごみ、家電４品目（有料）
②資源物のサンデーリサイクル
　（びん・缶・ペットボトル・プラスチッ
ク容器包装・紙類等・古着等の布類）
③小型家電の無料回収

２日（日）、16 日（日） 午前８時 30 分～ 10 時
びんぐし湯さん館 第１駐車場

■令和６年１月分　187.72ｔ
■令和７年１月分　170.14ｔ

家庭から収集所へ出される量と
ちくま環境エネルギーセンターに
出される量の合計

10日（月）、19日（水）
午前９時30分～正午
役場第４・５会議室（３階）

17日（月） 午前９時30分～正午
役場第５会議室（３階）

年金相談 18日（火） 午前９時～午後４時
役場第５会議室（３階）

相談をご希望の場合は、10 日（月）までに住民環
境課住民係【☎82-3111（内線 122）直通 75-6204】
へお申込みください。

10 日は弁護士、19 日は司法書士による法律相談で
す。相談をご希望の場合は、相談日の３日前までに
社会福祉協議会【☎82-2551】へ予約してください。

心配ごと
法律相談

行政相談

25日（火） 午前９時～正午
保健センター

お子さんの体重測定や子育て・離乳食の相談な
ど、気軽にご相談ください。相談をご希望の場合
は、事前に保健センター【☎82-3111（内線 512）
直通 75-6230】へお申込みください。

すこやか相談

３月

２日（日）

９日（日）

16 日（日）

20 日（木）

23 日（日）

30 日（日）

村上堂大井クリニック

やまざき医院

青木歯科医院

千曲中央病院

若林歯科医院

松尾医院

島田クリニック

宮原歯科医院

二階堂医院

鴇沢内科クリニック

竹内歯科医院

こうだ内科

菅谷東クリニック

大村歯科医院

千曲中央病院

滝沢歯科医院

【 網 掛 】

【千曲市上徳間】

【千曲市八幡】

【千曲市杭瀬下】

【千曲市杭瀬下】

【 立 町 】

【千曲市小島】

【 網 掛 】

【千曲市磯部】

【千曲市屋代】

【千曲市屋代】

【 新 地 】

【千曲市粟佐】

【千曲市戸倉】

【千曲市杭瀬下】

【千曲市磯部】

☎81-3131

☎(026)276-2700

☎(026)272-1335

☎(026)273-1212

☎(026)213-7574

☎82-2013

☎(026)273-8788

☎82-8711

☎(026)275-5582

☎(026)272-3713

☎(026)273-4500

☎75-7887

☎(026)272-0493

☎(026)275-0066

☎(026)273-1212

☎(026)276-4636

診療時間　医科：午前９時～午後５時　歯科：午前９時～正午

※都合により変更になる場合がありますので、当番医を利用される
場合は、電話・新聞などでご確認ください。

実施場所：保健センター
☎82-3111（内線 511、512）直通 75-6230

健　診

4か月児健康診査

7か月児健康相談

10か月児健康相談

２歳児健康相談

３歳児健康診査

対　象　児

令和６年11月生

令和６年８月生

令和６年５月生

令和４年11月～12月生

令和３年９月～10月生

受　付　日　時

６日（木）午後１時

17日（月）午前９時

19日（水）午前９時

５日（水）午前９時

10日（月）午後１時

障がい者（児）
相 談

12日（水）▶役場第５会議室（３階）
26日（水）▶老人福祉センター
午後１時30分～４時

相談をご希望の場合は、相談日の２日前までに千
曲・坂城障がい者（児）基幹相談支援センター【☎
026-275-0548】へお申込みください。

こころの
健康相談  ７日（金） 午後２時～５時　　保健センター

精神保健福祉士が心の健康に関する相談を受けます。ご希望の場合は、事前
に保健センター【☎82-3111（内線 511）直通 75-6230】へお申込みください。
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町立図書館  ☎82－3371　開館時間：午前10時～午後６時

令和７年２月１日現在
※（　　）は前月比

世帯数：  6,200世帯（－22）
人　口： 13,810人    （－54）
　男　：  6,848人　（－32）
　女　：  6,962人　（－22）

件　数：　　  1件　
累　計：　　  1件　（－  2）
死　者：　　  0人
累　計：　　  0人　（±  0）
負傷者：　　  1件　
累　計：　　  1人　（－  4）

令和７年１月中
※累計は１月から
　（　　）は前年比

が休館

１月には一般書 112 冊、児童書 111 冊が入りました。
町ホームページで新着図書のリストが見られます。

☆おすすめの本
信州上田 10 ストーリーズ──日本遺産短
編小説集
（編：（編：上田市日本遺産推進協議会／著：ペリー
荻野、橋本達典、岡沼美樹恵、山木　敦、秦野邦
彦／東京ニュース通信社）

　文化庁が認定する長野県
上田市の日本遺産「レイラ
インがつなぐ 太陽と大地の
聖地」。５人の作家が、実際
に上田市を訪れ、上田市を
舞台とした、時代もジャン
ルも超えた 10 編の物語を
執筆しました。物語の中に
登 場 す る 町、神 社 仏 閣、名
物、温泉のガイドブック的
な要素も加えて、１冊に。

水

５
12
19
26

木

６
13
20
27

金

７
14
21
28

土
１
８
15
22
29

月

３
10
17

火

４
11
18
25

日

２
９
16

☆おはなし会　
     ８日（土）　午前 10 時 30 分～
☆「のぽんて」さんの創作紙芝居　
　15 日（土）午前 10 時 30 分～
☆「どんぶらこ」さんのパネルシアター　
　22 日（土）午前 10 時 30 分～
☆ちいさなおはなし会～あかちゃんひろば～　
　28 日（金）午前 10 時 30 分～
☆点字・点訳講座　講師：山口静枝さん
　４日（火）、18 日（火）　午後 2 時～

◎問い合わせ先
　坂城町農業支援センターアグリサポーター事務局
　（商工農林課内）　
　☎82－3111（内線 152）
　直通 75－6207

23
30

24
31

ステージ発表を希望する方は、３月 10 日（月）
までに下記へお申込みください。

主催：坂城ライオンズクラブ
共催：坂城町、坂城町商工会

◎申込・問い合わせ先　坂城ライオンズクラブ事務局
　　　　　　　　　　 ☎090－6373－8702

開催日時　３月 20日（木・祝）午後 1時 30 分～４時
参加希望の方は、午後１時 30 分に町立図書館前に
集合してください。詳しくは町立図書館へお問い合
わせください。
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「広報さかき」へのご意見・ご要望を
お寄せください
■編集・発行　〒389-0692 長野県埴科郡坂城町大字坂城10050
　　　　　　  坂城町企画政策課　☎ 0268-82-3111
　　　　　　  直通0268-75-6211　FAX 0268-82-8307
■印　  　刷　株式会社シーデンス

登録をご希望の方は、ＱＲコードからアクセスするか次のメール
アドレスへ空メールを送信してください。　t-sakaki@sg-p. jp

「キャッチアップ接種」の対象者だった平成９年４月２日～平成20年４月１日生まれの女性および「定期接種」の最
終年だった平成20年４月２日～平成21年４月１日生まれの女性で、令和４年４月１日から令和７年３月31日まで
の間にHPVワクチンを１回以上接種している女性
※令和７年４月１日時点で１回もHPVワクチンを接種していない方は対象になりません。

令和８年３月31日

町内▶いろかわ医院（☎82－2143）　こうだ内科（☎75－7887）　武市医院（☎82－2606）
町外▶実施の有無については直接医療機関へお問い合わせください。なお、県外の医療機関で受ける場合には、接
　　　種前に保健センターへの申請が必要ですので、希望する方はお申出ください。

◎問い合わせ先　保健センター　☎82－3111（内線512）直通75－6230

HPVワクチンを接種する際には、
効果とリスクをご確認のうえ実施
してください。詳しくは厚生労働
省ホームページをご覧ください。
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